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９月は日米同時利上げ

～基調的な物価上昇率が２％を超えるリスク～
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８月米消費者物価指数、前年比は横這い（9月11日発表）■ 米国物価
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８月米消費者物価指数、前月比はプラス幅拡大■ 米国物価
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９月利上げを９割方織り込む市場（Fedウオッチ）■ Ｆ Ｒ Ｂ
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８月国内企業物価は前年比7.6％と強い結果■ 日本物価
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物価と賃金が互いに連鎖しながら上昇している
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９月MPM声明文のリスク文言に注目■ 日本銀行

（６月MPM声明文）

原油価格上昇を起点に企業間取引における価格転嫁がやや速いスピードで

進んでおり、これが、今後、消費者段階における幅広い品目の価格上昇に

波及していく可能性がある。こうしたなか、中長期の予想物価上昇率が引き

続き上昇していることも踏まえると、消費者物価の基調的な上昇率が２％の

「物価安定の目標」を超えて上振れていくリスクがある。

（７月「展望レポート」）

企業の賃金・価格設定行動が積極化していることや、中長期的な予想物価

上昇率が引き続き上昇していることなどを踏まえると、２％の「物価安定の

目標」を超えて上振れていくリスクがある。
（出所）日本銀行
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